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第6回：移動編
生活習慣を見直してアクションを始めることが、省エネ達人への

第一歩。まずはあなたのエコレベルを確認しましょう。
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好きな時に、好きな場所まで移動することができる自動車。荷物も運べて、とても便利でついつい利用しちゃい

ますね。ただ便利な反面、環境への負荷は、バスや電車、自転車と比べて大きくなってしまいます。省エネの第一

歩として、さらには自分や家族の健康のためにも、自動車の使用を少しでも減らすことから始めてみませんか。

まずは、小さいアクションから。

あなたをきっかけに、ムーブメ

ントが巻き起こるかも

関西圏の外出は

車で行くことが多い

近くの所用でも

つい車で行ってしまう

車を買うならハイブリッド車や

電気自動車だ

スマートムーブという

言葉を知っている

市営バスを日常的に利用している

健康のため徒歩や自転車を

使うようにしている

紅葉スポットを見て回るなら、やっぱり車だ

車は自己所有ではなくカーシェアや

レンタカーもありだ 渋滞を避けるように

ルートを工夫している

遠出をする時は、

電車やバスが多い

レンタサイクルを

使ってみたい

まずはワンアクションから。

地球の未来を救うのは、あなた

かもしれません

あなたこそ、真の「省エネ達人」

です。今後は周りの人も巻き込ん

で、エコの輪を広げましょう

古曽部・芝谷遺跡出土の弥生土器

　日常の食器や調理道具に用いる
土器はムラで作っていました。と
ころが、遺跡から遠く離れた地域
の土器が見つかることがあり、高
槻市では宮が谷町や美しが丘周辺
の丘陵上にある弥生時代後期（約
2,000年前）の古曽部・芝谷遺跡
がその代表例です。
　古曽部・芝谷遺跡には土の色や
作り方などさまざまな特徴を示す
土器がたくさんありました。例え
ば、高槻で作った土器の色は薄い
茶色が一般的ですが、黒色の鉱物
を含みこげ茶色の土で作られた土
器もあります。これは淀川の対岸
にある河内の土器で、食べ物や飲
み物を入れる容器として古曽部・

芝谷遺跡に持ち込まれました。そ
のほかにも滋賀県や香川県などで
作った土器も見つかっています。
　また、粘土のひもを積み重ねて
作る弥生土器は、粘土の継ぎ目を
消す方法も地域ごとに違いがあり
ます。高槻周辺では主に板や指で
なでて仕上げていましたが、古曽
部・芝谷遺跡にはそれ以外に内側
をヘラで強く削り取ったような土
器もありました。これは岡山県な
ど瀬戸内海沿岸の地域でよく見ら
れる作り方です。土は高槻周辺の
ものが使われているので、瀬戸内
地域で作り方を習得した人やこれ
らの地域からやって来た人が、古
曽部・芝谷遺跡周辺のムラで作っ

たと考えられます。
　このように、生活に身近な道具
である土器にも地域ごとに特色が
あり、土器をじっくりと観察する
ことで約2,000年前の人々の往来
を鮮明に見いだすことができま
す。
� （埋蔵文化財調査センター）
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土器から読み取る交流の証


